
特定非営利活動法人獣医系大学間獣医学教育支援機構 

2022年度（第9期）第1回理事会議事録 

 

日  時：2022年11月25日（金）13:00～14:45 

場  所：ZoomによるWeb開催 

 

出席者（敬称略） 

理  事：髙井 伸二、志水 泰武、滝口 満喜、堀 正敏、岡田 利也、度会 

雅久、竹内 崇、乗峰 潤三、三角 一浩、寺岡 宏樹、村上 賢、森友 忠

昭、田中 良和、吉川 泰弘（欠席：滝口 満喜、落合 謙爾、打出 毅） 

理事代理：田中 あかね、渋谷 ひさし 

監  事：樋口 豪紀 

事務局 ：宮田 桂司、伊藤 茂男 

 

審議事項 

 第１号議案 2021年度（第8期）事業報告及び決算に関する件 

第２号議案 2022年度（第9期）事業計画及び予算に関する件 

第３号議案 2023年度（機構2022年度）の大学特別会費に関する件 

第４号議案 共用試験不成立の意思決定の手順に関する件 

第５号議案 助産師団体への情報提供に関する件 

第６号議案 Beagle R Program活用に関する件 

  

 議事録署名人の選任 

 

審議結果 

第１号議案 2021 年度（第 8 期）事業報告及び決算に関する件 

2021 年度（第 8期）事業報告書及び同決算報告書に示した 2021 年度（第 8期）事

業報告及び決算案を総会に付議することが全員一致で承認された。 

 

第 2 号議案 2022 年度（第 9 期）事業計画及び予算に関する件 

 2022 年度（第 9期）事業として同事業計画案並びに同活動予算案を総会に付議す

ることが全員一致で承認された。 

  

第３号議案 2023 年度（機構 2022 年度）の大学特別会費に関する件 

 2023 年度（機構 2022 年度）の大学特別会費として、昨年度と同額（固定費 30 万

円、及び学生一人当たり 5千円の定員分）を特別会費として徴収する事務局案が示さ

れた。これに対し、会費算定の基礎となる学生数に関して、これまでは定員数で算定



していたが、共用試験を受ける学生数で算定すべきであるとの提案があり、協議の結

果、今後は共用試験を受ける学生数で会費額を算定することで全員一致した。 

第４号議案 共用試験不成立の意思決定の手順に関する件 

 共用試験において、全体評価者の評価表、または各大学の試験責任者からの報告を

もとに、CBT／OSCE 実施本部が「試験不成立」と判断した場合の意思決定の手順に関

する事務局案＊が全員一致で承認された。 

 ＊「CBT／OSCE 実施本部の評価結果をもとに、共用試験センター運営連絡協議会を

開催し、再試験の実施の可否を含めた協議を行い、その内容を理事会に諮って機関決

定とする。なお、CBT/OSCE 実施本部が試験成立と判断した場合は、その判断結果を

そのまま機関決定とする。」 

第５号議案 助産師団体への情報提供に関する件 

 公益社団法人日本助産師会から、4～5 年後の共用試験開始に向けて、参考となる

機構の決算報告書および共用試験実施要項を提供して欲しい旨の依頼があった。秘密

保持誓約書を提出してもらうことを条件に、情報提供することが全員一致で承認され

た。 

第６号議案 Beagle R Program 活用に関する件 

Beagle R Program＊＊の運用に関与することにより、必要とする大学へ解剖・外科

用ビーグル犬死体を提供する機会を増やすことが期待できる。具体的には、本

Program を運用しているマーシャル・バイオリソース社の活動に加わることにより、

提供元（製薬企業、CRO 等）と提供先（獣医系大学）のマッティングを促進する事務

局案が全員一致で承認された。当面は試行期間として、マッティングに関する具体的

手順等を関係科目の教員と十分検討しながら、活用を進めることとした。 

＊＊Beagle R(Reutilization, Reduction, Responsibility) Program は、大手ビー

グル犬ブリーダーのマーシャル・バイオリソース社が、主に、製薬企業や CRO が実験

で使用したビーグル犬をペットとして一般社会に提供するものであるが、一部、試験

に使用され、薬剤のクリアランスを十分に取られた健康な犬を安楽死させた後、解剖

用（あるいは外科実習用）に大学へ提供することも行っている。現状では、大学のニ 

ーズに見合う提供が少ない。実験の終了した死体（研究材料）とはいえ、製薬企業や

CRO が特定の企業（マーシャル社）を通じて大学へ提供するのは利益供与等の透明化

ガイドラインの問題があると考えられ、提供できないと判断する企業が多い。したが 

って、獣医学教育への貢献として研究材料を当機構に提供（寄付）して頂き、機構か



ら大学へ提供することによって（いわゆるマッテ ィング）、 透明化ガイドラインを遵

守することにより、企業からの提供を増やすことが期待できる。

謡事録署名人の選任

本理事会の誂事録署名人として、 度会雅久理事（山口大学）及び村上四理事（麻布

大学）が選任された。

2022年12月1日

特定非営利活動法人獣医系大学間獣医学教育支援機構理事会

議 長 嵩井 伸二

議事録署名人 度会 雅久

識事録署名人 村上 賢




